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提案グループ名 

（25字以内） 

『あつまれ！なみき』ワーキンググループ 

現在の主な活動

内容・活動実績 

１）『あつまれ！なみき』ワーキンググループ定例会。 

２）住民と企業・大学教授などを含む専門職が金沢区に位置するビアレヨコ

ハマ（商店街）に集まり、それぞれの得意とつながりを活かした産学民連携

を通し、新たな地域活動の創出と既存の活動の活性化を目指す。 

提案場所 金沢区並木2丁目 

提案名 

（25字以内） 

あつまれ！ 

なみきの・みんなで・きずくみらい！ 

提 案 す る 施 設
（どのような施設

の提案ですか） 

地域住民がライフステージに特化することなく、自然に集まれる【居場

所】を作り、分け隔てない地域の中で支えあえる関係を保つことができる施

設についての提案である。金沢区並木地域において、それぞれのライフステ

ージ別の住民が多岐にわたった問題を抱えている。その問題の課題が同じで

あっても、地域毎に所属組織や活動分野（コミュニティハウス・地区センタ

ー・スポーツセンター・ボート小屋・並木ラボ・地域ケアプラザ・産業振興

センター・管理組合事務所など）を作り粛々と行っているが、主なる組織や

活動が分かれていることにより、地域内で協働した解決の糸口が見つからな

い。その課題を解決させるためには、誰でも気軽に入りやすい地区の中央で

ある商店街(ビアレヨコハマ)に拠点を置き、先に述べた所属組織や活動分野

を超えて交流し、多種多様な人がつながることで新たな活動を行う。その結

果、地域住民は【支えあい】、自然に生きがいを感じることができるようにな

る拠点づくりを目指している。また住民だけでなく、拠点には地域の中で専

門分野に優れた人々にも参加を促し、その時々に合わせて支援（個別相談や

担い手育成の勉強会、行事企画など）が受けられる関係づくりも行う。その

ためには拠点での活動としてフリースペースで活用しやすいカフェを作りキ

ッチンを整備したい。全世代に共通する「食」を通じた交流を大切にしてい

く目的として、誰でもが参加しやすいように冬には「こたつなどを活用した

コミュニティカフェの開催」などを実現したい。 

整備費用の概算額：約 500 万円 

活 用 イ メ ー ジ
（提案する施設で

どのようなことを

行いますか） 

【居場所】日中は子育て世代や高齢者を中心にフリースペースやコミュニテ

ィカフェを設け、活動したい人が自由に活動提案できる、また買い物中の休

憩など自由に出入りできる場を設ける。夕方からは、拠点のある商店街の

方々や専門家等と協力し、地域のつながりができる集まり（就労中の方向け

の集いなど）や地域（子ども）食堂の開催を目指す。これらは整備拠点の活

動の中で地域の担い手発掘・育成にもつながると考えられる。広報は、地区

内の他の居場所や行政からのお知らせなどを案内できるよう情報ラック等を

活用する。地区内ではボート小屋の老朽化やスポーツセンターの改修で活動

の変化を余儀なくされている現状があるため、既存のたまり場や住民による

日常生活支援の有償ボランティア活動が継続・進化できる場となると良い。 

【支えあい】交流を通して、子育て世代や高齢者など問題を一人で抱え込ま

ない関係性を保てることが理想である。例を挙げると買った物を忘れて帰る

方や帰り道が分からなくなる方、同じ方向に帰る人が荷物を持つのが辛そう



な方、ベビーカーを押しながら走り回る子どものサポートをしている方など

への支えあい活動を行う。このような方々が買い物をしている時、商店街内

でサポートすることで報酬がでる買物サポーターや青果の専門店などと協力

した栄養イベントなどの活動も検討する。商店街近くに総戸数500超の新築マ

ンションも建設中の為、新旧住民関わらず支えあいの輪を広げる。 

提案の背景（な

ぜ 提 案 をす る の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

金沢シーサイドタウン地区は集合住宅を主とした住宅地と工場地帯あり。

人口減少とともに少子高齢化が急速に進む中、担い手不足や、地区内の所属

組織や活動分野・活動場所による縦割りが多く、地区内で協働した課題解決

を行うことも難しいのが現状である。大規模公園が整備されたり、近いうち

に新築マンションで新住民が急増したり、地域を取り巻く環境も変化してい

るため、人や資源のつながりは今後重要な課題と捉えている。そこで誰もが

気軽に入ることのできる商店街に拠点整備を行うことで、住民だけでなく、

地域で働く方も巻き込んだつながり・ネットワークづくりを考える。「地域に

できないことをやってもらう」ではなく、企業や大学教授から活動開始・継

続に関する資金繰りや担い手の創出方法、及び研究成果を基にした活動の仕

方などの助言や支援を受けつつ、地区にある資源を活かした「地域ができる

ことを増やす」産学民連携にしたい。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

１）産学民連携により活動やイベント等も無理なく楽しく続けられ、また新

たに始めることもでき、つながりが増える【居場所】がある地域 

２）住民どうしの「それできますよ！」や「あの方お困りかも！」が増え、

ちょっとした困りをすぐに解決できる【支えあい】が広がる地域 

地域福祉保健計画の目標である『生涯住み続けたい街』を実現する。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

１）大学教授や病院の理学療法士との連携により整備時のデザインや設計に

関するアイディアや一部整備を担う。 

２）企業の販売ブース、大学教授や認定栄養ケア・ステーションなどによる

講演会を合わせた栄養の日イベントに合わせ、整備資金・整備案を集める。 

３）『あつまれ！なみき』ワーキンググループとして整備について検討し、今

後は行政や区社協などより多くの方に関わって頂く予定である。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

１）『あつまれ！なみき』に参加して頂いている金沢商業開発（商店街の管

理）、金沢シーサイドFM（ラジオ局）、たぬきち商事（お困り解決巡回サービ

スなど）、大学教授、病院の理学療法士、富岡東地域ケアプラザ等に広報の協

力を得る。磯子・金沢区のタウンニュースにも広報の協力を打診する。 

２）金沢商業開発やたぬきち商事などの企業や大学教授等に参加して頂いて

いるため、適宜運営に関する助言や支援が受けられる。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

地区社協、株式会社、大学教授、理学療法士、地域ケアプラザなど専門分

野が違う人が集まっていることが特徴。拠点整備・運営を通じて、地区の

人・資源のつながりを考えているから、新しい発想が生まれ、「ここに住んで

良かった」や「ここに住みたい」という声を増やすことができると考える。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

株式会社金沢商業開発 

テナントオーナー 

ワーキンググループ定例会に参加して頂き、提

案内容に賛意頂いた。 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 記載内容に個人情報は含まれていません。 



※整備提案場所は上図の⾚丸の部分です。

位置図

01162078
長方形



現況写真  ※整備場所は現在閉店した店舗が撤退作業中です。 

入口から正面 
（入口左側へ曲がる L 字型の店舗）   入口入って右側 

     
 

入口入って左側       入口左側奥 

   
 

左奥 

 



活用イメージ 

 

 

 



※8月10日土曜日11時からビアレヨコハマにて
栄養の日イベント企画中！
下図は会場レイアウント（案）専門家を交えた
地域巻き込み型のイベントをワーキンググループで
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